
圓
に
も
録
せ
ら
れ
た
。
大
正
＋
年
刊
川
上
孤
山
氏
の
妙
心
寺
史

下
巻
の
所
記
は
此
の
拙
稿
本
文
に
引
い
て
お
い
た
如
く
見
逃
が

し
て
は
な
ら
ぬ
。
面
骨
に
關
す
る
傍
詮
唱
こ
し
て
は
、
前
蓮
の
如

く
、
明
治
四
十
四
年
極
大
正
四
年
刊
安
土
桃
山
時
代
喚
論
中
の

村
上
直
次
郎
氏
の
安
土
弓
田
時
代
の
懐
旧
教
芝
題
す
る
…
文
を

参
考
す
る
要
が
あ
、
る
。
終
に
臨
ん
で
川
上
孤
由
師
が
こ
の
有
盆

な
る
新
資
料
を
私
に
提
供
さ
れ
又
種
々
示
敏
さ
れ
る
事
の
あ
っ

た
好
意
を
深
謝
す
る
。

（
附
灘
）
　
大
正
十
一
年
十
一
月
刊
行
橋
川
正
氏
編
輯
の
京
都
府
蕊
野
郡

　
　
　
　
史
概
要
に
春
光
院
班
藏
文
書
存
載
ぜ
て
略
説
す
る
所
あ
る
為

　
　
　
　
知
り
糞
れ
ば
叢
に
謎
記
す
。
（
大
正
ナ
四
年
九
刀
入
日
…
沖
僻
記
）

紳

西
欧
羅
巴
の
史
的
生
活
に
於
け
る
遍
期
律

文
學
士

ゴ
i
。
フ
ォ
ゲ
ー
ル
原
著

菅
　
原
　
　
憲
抄
課

こ
の
一
文
は
臣
ω
δ
跨
ぎ
ぎ
窒
【
・
・
畠
門
崇
瞬
起
ゆ
§
P
＝
H
魯
（
H
ゆ
お
）

所
載
乏
・
＜
。
豊
の
「
q
ぴ
窪
急
窪
ヨ
冒
喜
　
冨
器
謬
㈹
。
鵬
島
巳
回
9
H
b
げ
窪

斜
9
巨
躯
．
器
】
義
憤
。
｝
錘
碧
撹
。
箕
」
ミ
題
す
る
可
な
り
長
い
論
文
の

大
意
を
課
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
は
四
章
に
分
れ
、
第

一
章
は
序
論
ミ
し
て
本
丈
を
草
す
る
に
至
っ
た
事
情
、
主
ε

し
て
ス
バ
ン
グ
ン
ベ
ル
グ
の
所
説
に
反
心
の
意
見
を
蓮
べ
，

　
第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
西
緻
纒
巴
の
史
的
生
活
に
於
け
る
潮
瀬
律

第
二
章
は
歴
庚
に
は
三
百
年
鯨
に
週
期
の
あ
る
こ
ミ
を
論
じ

之
を
基
礎
ε
し
た
新
し
い
時
代
暖
室
法
を
唱
へ
、
第
三
章
で

は
紀
元
後
八
世
紀
獄
後
薩
魔
羅
巴
の
歴
史
に
週
．
期
の
存
在
す

る
こ
ε
を
立
讃
し
、
孟
夏
章
で
は
讐
通
の
所
謂
古
代
に
も
厨

襟
の
遡
期
の
あ
っ
た
こ
ε
を
述
べ
、
最
後
に
こ
の
週
期
錘
に

基
づ
い
て
腿
分
し
た
晴
代
の
名
駅
を
暴
け
て
み
る
。
本
課
文

　
　
　
　
　
　
鎮
四
號
　
　
　
一
〇
七
　
（
五
九
七
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
難
　
纂
　
　
薔
紙
難
巴
の
吏
的
生
活
に
於
け
ろ
短
期
律

　
で
は
原
文
の
全
部
を
採
る
こ
、
こ
が
黒
黒
な
か
っ
た
か
ら
第
二
章

　
の
全
部
ミ
第
四
章
の
後
牟
部
だ
け
を
課
墨
す
る
に
ε
卓
め
、
ま

　
た
章
を
分
け
す
に
懸
け
て
記
載
す
る
こ
ε
に
し
た
。

　
從
來
の
車
代
墨
斑
法
、
即
ち
古
代
中
世
近
世
ご
分
つ

こ
ご
は
全
く
形
式
的
で
あ
っ
て
實
寺
上
屡
々
無
理
を
生
す

る
こ
ご
ば
い
ふ
ま
で
も
な
い
、
し
か
し
こ
の
匿
分
法
が
爾

｝
般
に
行
は
れ
て
る
の
は
因
襲
久
し
き
に
亙
る
ご
共
に
ま

た
之
に
代
る
べ
き
よ
り
よ
き
原
則
的
方
法
が
な
い
か
ら
で

あ
る
Q
一
般
に
（
西
歓
羅
巴
の
緑
化
圏
だ
け
に
も
）
通
用
す

る
所
の
入
生
哲
學
及
歴
史
哲
學
或
は
世
界
掘
、
郎
ち
新
し

い
匿
砂
法
に
根
号
を
輿
へ
る
も
の
は
認
識
論
を
墓
礎
ざ
す

る
哲
學
潜
の
論
孚
は
ご
も
か
く
少
く
ご
も
差
し
當
り
存
在

し
な
い
。
禽
然
科
學
は
新
し
い
光
明
を
與
へ
る
源
泉
ビ
し

て
珍
重
さ
れ
、
殊
に
西
歓
羅
巴
の
實
謹
哲
學
は
こ
の
意
味

で
之
を
利
用
し
て
る
が
爾
其
の
深
測
な
哲
學
的
論
謹
の
爲

に
論
雫
が
絶
え
な
い
。
そ
こ
で
は
人
類
は
古
い
暗
黒
な
時

代
、
略
々
第
三
紀
履
ε
ゆ
積
込
の
交
に
出
　
現
し
不
可
知
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
〇
入
　
（
五
九
入
）

将
凍
不
可
知
の
昌
的
に
劉
着
す
る
も
の
ご
断
念
し
な
け
れ

ば
な
ら
澱
、
先
吏
時
代
の
研
究
に
よ
っ
て
吾
々
は
從
來
の

方
法
ご
は
異
な
っ
た
非
常
に
長
い
期
間
の
入
学
の
狡
展
を

調
査
す
る
必
要
を
生
じ
、
狭
義
の
歴
史
部
ち
記
録
に
依
る

過
去
六
一
七
千
年
聞
の
歴
史
は
軍
に
最
近
の
短
期
間
を
示

す
に
過
ぎ
な
い
。
先
史
時
代
研
究
者
の
涯
分
法
、
即
ち
古

石
器
時
代
、
新
石
器
時
代
、
青
銅
時
代
、
鐵
器
時
代
な
ご

い
ふ
の
は
便
利
な
年
代
的
順
序
を
逐
っ
た
方
本
で
は
あ

る
、
但
遺
物
は
な
い
け
れ
ご
も
傳
説
的
に
傳
っ
て
る
歴
史

的
事
實
を
も
先
奥
蒔
代
（
青
銅
時
代
、
鐵
器
時
代
、
或
は
更

に
新
石
器
時
代
）
に
入
れ
て
し
ま
ふ
ε
い
ふ
弊
は
暫
く
措

い
て
も
樹
内
部
蝕
精
牌
早
旦
分
の
償
循
が
な
い
。
だ
か
ら

歴
更
家
に
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。
例
へ
ば
鐵
器
時
代
は

欧
羅
巴
で
は
過
去
三
千
年
を
包
括
す
る
。
か
や
う
な
も
の

を
標
準
こ
す
る
の
は
丁
度
、
精
密
な
定
量
測
定
に
リ
ッ
ト

ル
桝
や
憂
所
用
の
天
秤
を
用
い
る
様
な
も
の
で
あ
ら
う
。

　
歴
史
の
七
分
法
を
外
界
の
影
響
に
於
て
見
出
さ
う
ε
す



る
大
麗
な
試
み
も
少
く
な
い
、
氣
候
の
勲
爵
の
如
き
は
其
　
　
に
も
組
織
さ
れ
て
る
生
禮
、
統
一
あ
る
生
活
膿
ε
し
て
考

の
適
例
で
あ
る
。
不
確
實
な
或
は
物
好
き
な
素
入
の
謹
明
　
　
察
す
べ
き
や
否
や
が
問
題
で
め
る
、
こ
の
磁
器
は
ま
だ
一

は
い
ふ
ま
で
も
な
く
歴
史
家
が
自
分
の
科
學
に
外
野
要
素
　
　
般
に
は
行
は
れ
て
な
い
が
し
か
し
近
來
信
用
し
う
る
生
物

の
醐
入
す
る
の
を
拒
む
の
は
理
の
斎
言
で
あ
っ
て
、
も
し
　
　
學
者
側
か
ら
國
家
編
鐘
槻
が
唱
へ
ら
れ
て
る
の
は
注
穏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

確
實
有
理
な
匿
分
法
を
児
出
さ
う
ご
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
　
に
値
す
る
。

歴
吏
其
の
も
の
、
う
ち
に
探
求
す
べ
き
で
あ
る
。
但
歴
更
　
　
　
生
動
の
生
活
に
關
す
漁
用
語
を
歴
史
の
方
面
に
用
い
る

ご
關
係
の
深
い
他
の
科
學
の
斜
高
か
ら
刺
戟
を
う
け
之
を
　
　
こ
ご
は
昔
か
ら
珍
ら
し
く
な
い
、
泥
跳
叉
は
團
膿
の
出
生

利
用
す
る
こ
ご
を
も
排
斥
℃
よ
う
ご
い
ふ
の
で
は
な
い
。
　
　
罹
病
、
衰
弱
、
國
民
塗
笠
家
の
年
齢
、
ボ
ス
ボ
戸
ス
の
病

　
毒
茸
は
乙
類
生
活
の
重
器
で
あ
る
、
時
の
経
過
に
於
け
　
　
入
、
青
春
時
代
、
或
は
實
に
生
膿
ε
い
ふ
言
葉
さ
へ
も
古

る
冠
會
的
集
團
帥
生
活
師
ち
民
族
、
階
級
、
宗
敷
贈
下
等
の
　
　
來
用
い
ら
れ
て
み
る
。
し
か
し
之
等
は
皆
翠
に
誇
張
し
て

春
蚕
で
あ
る
．
生
活
の
豆
蒔
、
生
活
現
象
の
系
統
的
糊
霧
　
　
交
飾
ご
し
て
用
い
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
、
今
も
し
之
等
に

換
言
す
れ
ば
生
物
學
が
通
義
生
活
、
民
族
生
活
の
上
に
癒
　
　
實
質
的
意
義
を
持
た
せ
る
な
ら
ば
こ
、
に
新
昧
を
與
へ
る

用
さ
れ
て
多
く
の
解
緯
を
輿
べ
る
や
う
な
乙
は
な
い
か
歴
　
　
も
の
ご
い
っ
て
い
、
。
但
こ
の
場
合
に
は
野
馬
に
史
的
経

史
に
緑
の
近
い
科
學
、
例
へ
ば
政
治
學
が
生
物
學
の
原
期
、
　
　
過
ご
入
類
糖
蜜
又
は
一
部
團
燈
の
生
活
作
用
ご
見
労
し
た

及
生
物
學
的
魏
察
法
に
期
っ
て
著
し
い
進
歩
を
寒
し
て
　
　
上
で
の
こ
ご
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

る
、
（
例
へ
ば
控
亀
9
や
○
・
○
。
℃
斜
暮
の
研
究
）
先
第
一
　
　
　
新
し
い
歴
史
哲
學
も
生
物
學
の
刺
戟
を
受
け
、
近
來
歴

に
吾
々
は
入
類
團
膿
、
殊
に
國
家
を
身
命
的
に
も
精
紳
的
　
　
．
史
哲
學
の
方
颪
で
用
い
る
遡
期
律
の
概
念
も
生
物
學
か
ら

　
　
　
第
十
巷
　
維
纂
　
西
鰍
羅
巴
の
史
約
盈
活
に
於
け
る
遇
期
律
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
一
〇
九
（
五
九
九
）



第
十
巷
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
驚
激
羅
隠
U
の
更
的
生
蒲
に
漏
出
蹴
り
る
㎞
週
期
用
後
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
　
一
〇
　
（
山
ハ
0
0
）

來
て
る
る
り
予
の
見
る
蜜
こ
ろ
で
は
こ
の
要
談
律
な
る
も

の
は
史
上
の
経
懸
に
於
て
認
め
ら
る
、
多
少
規
則
的
な
蓮

働
、
波
形
を
つ
く
っ
て
異
な
る
時
代
悔
異
な
る
國
土
に
鞭

て
旗
標
に
反
覆
す
る
あ
る
現
象
の
連
繋
的
な
も
の
ε
解
せ

ら
れ
て
る
や
う
だ
、
從
て
唐
実
科
學
に
於
け
る
週
期
律
な

る
言
葉
は
吾
々
の
表
現
せ
ん
ご
す
る
意
味
を
適
切
に
養
し

て
は
居
な
い
。
生
物
學
で
い
ふ
週
期
律
は
あ
る
現
象
例
へ

ば
運
動
の
精
確
な
時
問
的
間
隔
に
於
て
連
綾
的
反
覆
を
意

味
す
る
か
ら
、
心
臓
牧
縮
の
週
期
、
年
々
の
落
葉
の
週
期
な

ざ
こ
い
ふ
、
生
物
學
は
近
事
其
の
本
來
の
意
義
に
於
け
る

周
期
律
に
注
意
を
彿
ふ
や
う
に
な
っ
た
。
予
は
信
ず
る
、

最
鹸
密
な
慧
嚢
に
於
け
る
週
期
的
経
過
が
大
な
る
奥
的
集

合
燈
（
予
は
之
を
文
化
圏
ご
い
ふ
）
に
於
て
も
謹
朋
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
そ
し
て
之
が
時
代
涯
労
の
墓
礎
ε
な
ら
ね

ば
な
ら
澱
も
の
で
あ
る
ε
、
こ
の
事
實
は
予
に
あ
っ
て
は

全
く
経
験
的
親
察
か
ら
幾
麗
し
て
る
る
。
勿
論
前
襟
の
観

察
は
古
密
行
は
れ
て
は
居
っ
た
が
、
只
從
來
何
人
も
之
に

丁
深
き
基
礎
を
輿
へ
よ
う
ε
せ
す
、
ま
た
週
期
の
構
造
を
解

綬
し
ょ
う
こ
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
予
は
先
簡
…
箪
に
こ
の
観
察
を
遽
べ
る
。

　
多
く
の
時
代
が
其
の
以
前
か
以
後
か
の
時
代
ご
相
酷
似

す
る
こ
ご
は
珍
ら
し
く
な
い
。
最
手
近
な
例
は
十
九
世
紀

ε
十
六
世
紀
、
ご
で
あ
る
Q
爾
…
静
思
ハ
に
一
精
乱
騨
上
〃
技
術
上
大
墾

動
の
時
代
、
深
刻
な
赴
會
的
團
欝
の
時
代
、
殊
に
地
球
上

異
る
所
に
欧
羅
巴
民
族
は
未
曾
有
の
獲
展
を
途
げ
た
時
代

で
あ
る
。
近
世
は
十
六
世
紀
の
登
見
旋
行
を
以
て
初
ま
り

そ
し
て
次
の
数
世
紀
を
蓮
じ
て
其
の
開
始
さ
れ
た
路
程
を

綾
行
し
結
局
十
九
世
紀
の
植
民
的
振
張
に
到
銘
す
る
、
之
で

無
意
識
に
あ
る
循
環
が
完
成
し
た
や
う
に
醸
せ
ら
れ
る
〇

十
九
優
紀
ご
十
六
世
紀
は
軍
に
外
部
的
に
の
み
な
ら
す
内

部
的
に
も
時
代
の
特
徴
ビ
し
て
相
類
す
る
も
の
が
あ
る
が

こ
れ
鳳
暫
く
措
き
、
更
に
古
き
に
遡
る
ビ
十
三
世
紀
十
六

世
紀
の
類
似
に
想
ひ
簸
る
。
そ
し
て
同
時
に
近
世
は
十
六

世
紀
か
ら
ご
い
ふ
よ
）
も
却
て
十
三
世
紀
に
初
ま
る
ビ
考



へ
ら
れ
る
、
何
故
な
ら
ば
近
世
を
十
六
世
紀
か
ら
ε
す
る
　
　
成
す
る
こ
い
っ
て
も
い
～
。

事
情
は
既
に
十
三
世
紀
に
も
現
は
れ
て
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
こ
め
観
察
法
は
前
述
の
通
う
新
奇
の
も
の
で
は
な
く
、

民
族
的
個
入
主
義
の
成
立
、
宗
駿
の
闘
士
（
ア
ル
ゼ
グ
ン
　
　
オ
ト
カ
ー
ル
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
も
同
筆
の
意
見
を
有
し
歴
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

ぜ
ス
）
禽
漆
科
學
的
研
究
（
ア
ア
バ
ー
ッ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
）
技
　
　
の
黙
然
的
時
代
南
分
は
之
を
以
て
基
礎
ご
す
べ
し
ご
唱
へ

術
の
墾
動
、
戦
術
の
改
造
、
地
理
的
登
見
（
マ
ル
コ
ポ
　
　
ク
ラ
リ
ッ
ク
も
ロ
ー
レ
ン
ツ
に
微
っ
て
か
又
は
扁
平
膚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誰
三
）

ー
ロ
）
美
術
の
狡
達
（
チ
マ
ブ
エ
、
ヂ
オ
ッ
ト
）
國
語
の
獲
展
　
　
意
見
か
同
様
の
を
を
い
っ
て
る
。
其
の
他
シ
ェ
ー
レ
ル
の

挙
手
れ
も
十
三
世
紀
の
所
産
で
あ
る
。
就
中
十
三
世
紀
も
　
　
濁
逸
文
學
に
於
け
る
六
百
年
週
期
説
、
ウ
ィ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ッ

亦
欧
羅
巴
の
民
族
的
勢
力
籏
張
の
時
代
で
あ
っ
て
猫
逸
人
　
　
メ
ー
レ
ン
ー
3
ル
フ
の
古
代
史
に
於
け
る
週
期
説
な
ご
も
あ

の
北
東
方
植
民
、
伊
太
利
入
の
商
業
上
ン
バ
ン
ト
に
侵
入
　
　
る
、
し
か
し
之
等
の
諸
家
、
殊
に
ロ
ー
レ
ン
ツ
さ
へ
も
こ

す
る
、
佛
蘭
西
人
の
國
家
宝
度
の
完
成
等
十
六
世
紀
の
登
　
　
の
観
察
に
深
い
理
論
上
の
基
礎
を
麗
か
す
、
叉
ロ
ー
レ
ン

見
細
行
、
十
九
世
紀
の
植
民
専
心
展
と
其
の
贋
羨
に
於
て
　
　
ッ
も
ク
ラ
フ
ッ
ク
も
主
要
な
魑
切
り
目
を
間
蓮
へ
て
る
。

も
重
要
さ
に
於
て
も
正
し
く
比
肩
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
予
は
こ
の
こ
建
に
聾
し
て
議
論
を
進
め
る
に
写
り
、
豫

　
こ
の
経
験
的
に
児
禺
さ
．
る
、
特
色
あ
る
三
個
の
世
紀
は
　
　
め
問
題
の
範
團
を
限
局
し
曖
昧
な
勝
手
な
脱
線
を
防
い
で

、
其
の
類
似
瓢
に
於
い
て
特
に
時
聞
的
間
隔
が
注
目
を
惹
く
　
　
お
き
た
い
。
で
先
づ
史
的
「
狡
展
」
吏
的
「
…
進
歩
」
の
出
現
す

故
に
吾
々
は
知
ら
す
く
三
百
年
毎
に
史
的
生
活
の
循
環
　
、
る
所
謂
「
史
的
生
活
」
ε
は
抑
々
何
か
、
ま
た
あ
る
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ネ
レ
ぎ
シ
ヨ
ン

す
る
こ
ビ
を
推
定
す
る
や
う
に
な
る
、
或
は
九
涯
代
毎
に
　
　
…
定
の
「
特
徴
」
を
與
へ
、
特
殊
の
「
色
彩
」
を
附
け
る
も
の

．
秘
義
の
文
化
圏
の
更
的
生
活
は
一
つ
の
週
期
的
循
環
を
完
　
　
は
何
か
、
大
さ
に
於
て
も
（
外
部
的
）
制
度
に
於
て
も
へ
内
部

　
　
　
第
十
稔
　
　
　
雑
　
　
纂
．
　
甲
四
駿
羅
…
臓
の
史
的
躍
漕
に
」
於
備
り
る
調
川
期
穣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
哨
　
肖
　
「
　
（
山
ハ
○
一
）



俄
津
十
二
　
　
　
雑
　
　
纂
　
　
　
繭
…
猷
羅
…
巴
の
更
的
生
活
　
に
於
け
）
る
㎞
週
瑚
酬
穣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
閲
號
　
　
　
一
一
二
　
　
（
山
盛
O
二
）

的
）
之
が
決
定
的
要
素
は
國
家
の
交
替
で
あ
る
か
、
宗
漱
上

憶
念
の
獲
遷
に
よ
る
か
、
或
は
経
濟
罰
度
、
外
的
技
術
の

墾
化
か
、
ま
た
は
所
謂
文
化
の
移
動
か
。

・
蓋
し
、
之
は
羅
・
濁
に
其
の
遷
れ
の
み
で
も
7
3
趣
く
、
各
自

の
若
干
づ
、
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
い
ふ
ま
で

も
な
か
ら
う
。
こ
の
問
題
に
卑
し
て
ラ
ン
ケ
は
饒
に
結
論
癖

を
輿
へ
て
る
る
、
鷺
く
「
人
類
の
永
績
的
擁
壁
は
大
な
る

精
霊
的
諸
傾
向
の
う
ち
に
宿
る
、
こ
の
諸
傾
向
は
入
類
を

支
配
す
る
も
の
で
あ
っ
て
各
爵
の
聞
に
於
て
は
遮
る
も
の

は
特
に
卓
越
し
、
あ
る
も
の
は
互
に
騎
刻
す
る
云
々
」
o
要

す
る
に
ラ
ン
ケ
は
「
世
界
精
紳
」
「
，
世
界
理
性
」
な
ご
い
ふ
理

論
的
に
考
へ
欝
し
た
概
念
を
指
す
の
で
は
な
く
、
目
立
っ

て
他
に
挺
ん
じ
て
る
意
志
の
方
向
、
郎
ち
捉
へ
ら
る
實
在

的
な
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
但
、
何
物
が
こ
の
意
志
の

方
向
を
渓
定
す
る
か
に
開
し
吾
々
は
ラ
ン
ケ
の
所
説
に
補

逡
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。
予
は
こ
の
も
の
を
二
群
に
分

け
た
い
ビ
思
ふ
。
一
は
多
く
外
的
物
質
的
或
は
生
長
蘭
経

濟
編
他
は
む
し
ろ
精
紳
的
唯
心
的
群
で
あ
る
。
ト
レ
ル
チ

の
言
っ
て
る
や
う
に
経
濟
的
要
素
を
重
要
視
し
力
説
し
た

r
マ
ル
ク
ス
派
の
史
競
の
功
績
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
が

し
か
し
こ
の
涙
の
流
を
汲
む
鋸
盤
は
経
濟
的
要
素
を
徐
り

に
重
要
説
過
ぎ
る
、
さ
れ
ば
こ
い
っ
て
シ
エ
ー
フ
エ
ル
の

如
く
之
を
輕
延
す
る
も
嘗
ら
な
い
。
経
濟
は
廣
義
の
地
理

的
事
惜
（
氣
候
、
地
勢
、
農
工
業
的
地
質
、
交
通
斌
態
を

も
含
む
）
並
に
人
類
學
酌
要
素
（
蘇
に
入
口
密
度
）
人
灘
的

能
力
腱
力
、
健
康
及
び
民
族
の
経
濟
的
意
志
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
、
｝
般
に
経
濟
標
式
は
こ
の
割
合
に
安
定
な
決

定
要
素
に
依
っ
て
除
々
に
鍵
化
す
る
，
其
の
攣
化
の
主
因

は
人
口
の
増
血
ビ
交
争
奪
態
の
愛
器
で
あ
る
、
特
殊
の
事

情
が
加
は
ら
な
い
こ
こ
ろ
で
は
延
金
生
活
上
経
濟
は
保
守

的
こ
い
ひ
う
る
、
こ
の
特
殊
な
事
情
は
可
な
り
多
く
、
氣

候
や
地
勢
の
關
係
か
ら
鵡
る
凶
作
、
入
口
の
過
剰
悪
疫
、

軍
事
等
を
暴
げ
る
こ
ご
が
毘
來
よ
う
。

　
第
二
の
群
は
入
間
の
意
志
の
方
向
で
あ
っ
て
意
識
的
な



る
ご
本
能
的
な
る
ε
を
問
は
す
、
よ
り
多
く
精
興
的
で
あ

夢
、
膚
我
の
主
張
、
勢
力
の
癖
大
、
邸
ち
防
禦
及
侵
略
の

爲
に
團
膿
形
成
を
目
的
こ
す
る
も
の
で
あ
る
Q
予
は
こ
、

に
ヤ
コ
プ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
睾
げ
た
史
的
生
活
上
重
要

な
る
三
つ
の
勢
力
郎
ち
墨
家
宗
澱
文
化
に
就
い
て
論
じ
よ

う
、
彼
は
國
家
ざ
宗
漱
を
「
第
二
群
」
中
の
固
定
し
た
勢
力

こ
い
っ
て
る
が
予
も
同
寸
で
あ
っ
て
更
に
之
を
固
定
し
た

意
志
の
形
式
ご
附
言
し
た
い
。
政
治
上
質
澱
上
の
意
志
の

カ
は
生
長
的
経
濟
的
意
志
の
カ
よ
り
も
其
の
企
劃
努
力
傾

向
を
歯
髄
さ
す
こ
ε
が
蓬
に
迅
蓮
で
あ
る
、
何
故
な
ら
ば

こ
の
も
の
は
矢
張
り
外
界
ご
の
聯
絡
が
あ
る
け
れ
ご
も
精

底
力
は
経
濟
カ
ビ
比
較
す
れ
ば
よ
り
膚
露
な
運
動
能
力
を

有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
て
交
化
は
更
に
一
履

窟
由
だ
ご
い
ひ
う
る
、
文
化
は
捉
へ
難
い
、
而
も
實
在

す
る
何
物
か
で
あ
っ
て
予
は
こ
の
こ
ご
に
養
し
て
も
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
四
）

ル
ソ
ク
ヘ
ル
ト
ビ
同
意
見
で
あ
る
。
帥
ち
文
化
を
次
の
如

き
精
紳
の
登
展
の
総
和
ε
見
る
、
其
の
下
毛
ビ
は
唐
獲
的

　
　
　
第
十
谷
　
　
難
纂
　
　
暉
麗
羅
磁
の
更
的
生
活
に
於
け
ろ
盛
期
律

に
処
う
一
般
的
下
値
叉
は
強
要
的
三
値
を
要
求
せ
ざ
る
も

の
で
あ
る
、
文
化
は
絶
え
ず
憂
化
し
分
解
し
こ
つ
の
安
定

な
生
活
方
向
（
國
家
ご
言
置
）
に
働
く
、
但
國
家
ご
宗
駿
が

文
化
を
使
役
し
就
ハ
の
目
的
の
爲
に
あ
る
制
限
を
加
へ
る
場

合
を
除
く
、
然
ら
ざ
る
ご
き
交
化
は
こ
の
二
者
の
講
評
で

あ
り
、
時
を
報
ず
る
時
計
で
あ
る
、
そ
こ
に
は
形
式
も
内

容
も
皆
掩
は
る
、
こ
ご
な
く
如
實
に
暴
露
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
更
に
下
堀
は
無
数
多
形
の
作
用
で
あ
っ
て
こ
の
作

用
に
よ
り
民
族
特
有
の
潜
在
的
能
力
が
實
現
の
可
能
性
を

帯
び
其
の
最
後
最
高
の
時
期
師
ち
科
學
ε
重
態
に
観
て
其

の
翼
個
の
相
を
現
は
す
Q
　
　
　
　
　
　
　
、

　
籾
吾
々
は
斯
く
し
て
入
類
の
意
欲
陰
湿
の
段
階
を
知
つ

泥
、
然
ら
ば
何
物
が
こ
の
意
志
方
向
の
主
膿
で
あ
る
か
を

想
ひ
浄
べ
る
な
ら
ば
意
欲
の
全
膿
の
活
動
が
明
か
に
な
る

筈
だ
。
ラ
ン
ケ
は
よ
く
人
類
、
時
代
な
ざ
の
語
を
用
い
て

る
、
し
か
し
察
す
る
に
彼
は
先
証
會
上
指
導
的
階
級
を
指

し
て
る
や
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
ご
は
肝
要
な
瓢
だ
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
強
諜
四
曲
蟹
　
　
　
一
　
一
一
二
　
（
山
ハ
〇
一
二
）



σ

　
　
　
第
十
稔
　
　
維
　
纂
　
　
酉
厭
羅
巴
の
吏
酌
止
活
に
於
け
ろ
萢
期
徳

民
衆
が
指
導
的
意
志
の
方
向
に
全
く
無
溺
心
だ
こ
い
ふ
の

で
は
な
く
し
て
民
衆
が
却
て
指
導
階
級
の
活
動
に
饒
く
べ

か
ら
ざ
る
補
充
で
あ
う
基
礎
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
次

の
や
う
に
な
る
。
下
暦
即
ち
民
衆
は
其
の
民
族
特
有
の
生

長
的
生
活
意
志
を
最
直
接
に
夏
型
率
に
表
現
し
其
の
民
族

性
…
帥
に
相
黒
し
て
信
じ
且
行
動
す
る
が
特
に
彼
等
は
最
切

妻
に
経
濟
的
急
追
要
求
を
戚
す
る
、
こ
の
民
衆
の
急
迫
要

求
が
指
導
階
級
を
動
か
し
政
治
上
無
難
上
意
志
を
あ
る
一

定
の
方
向
に
遵
く
。
若
し
上
下
限
階
級
の
開
係
を
理
解
せ

ん
ビ
す
る
な
ら
ば
こ
の
異
常
な
急
迫
帥
ち
精
神
苦
を
明
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
、
此
農
功
苦
こ
そ
最
貴
く
高
樹
な

精
興
を
民
衆
ご
共
に
窮
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
指

導
的
人
格
及
び
階
級
は
こ
の
急
邉
を
癒
し
又
は
多
数
民
衆

の
慧
志
廓
ち
表
現
し
粂
ね
て
る
民
衆
精
留
を
代
表
し
て
腱

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
露
の
で
あ
る
が
こ
の
場
合
に
彼
等
は

太
な
る
障
碍
に
遭
遇
す
る
、
何
こ
な
れ
ば
指
導
的
階
級
に

は
其
の
背
景
に
そ
れ
相
當
の
多
数
者
が
控
へ
て
居
っ
て
從

　
　
　
　
　
　
　
箪
四
川
　
　
　
一
一
四
　
（
六
〇
四
）

來
行
ひ
來
つ
た
政
治
上
製
逆
上
或
は
文
化
上
の
方
向
を
善

な
い
ご
考
へ
之
を
維
持
せ
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か

ら
上
述
の
指
導
的
意
志
の
方
向
ご
い
ふ
の
は
指
導
的
入
士

に
よ
っ
て
新
時
代
の
曲
調
が
一
半
に
吹
奏
さ
れ
る
と
解
し

て
は
な
ら
諏
。
上
流
に
覧
て
「
新
」
の
選
手
が
あ
る
ご
同
時

に
「
奮
」
の
擁
立
者
も
あ
る
、
歴
史
を
通
じ
て
保
守
涙
ご
唐

由
涙
（
進
歩
涙
）
ε
は
必
相
論
ふ
、
想
望
家
は
普
麺
、
結
局

勝
利
を
得
た
新
い
意
志
の
方
向
の
支
持
者
に
道
徳
的
権
利

を
輿
へ
る
が
新
涙
必
す
し
も
常
に
貴
い
者
無
垢
な
者
と
は

限
ら
ぬ
。
が
兎
に
角
新
涙
醤
振
の
雫
闘
は
史
的
生
活
の
基

礎
的
事
癬
塁
、
あ
る
、
蕎
派
が
一
時
勝
利
を
得
た
時
で
も
爾

新
派
帥
ち
時
代
に
特
色
を
つ
け
る
意
志
の
方
向
は
朋
に
認

め
ら
れ
る
、
も
し
覇
涙
が
勝
利
を
博
し
た
ε
な
る
ご
丈
化

殊
に
哲
學
的
文
學
的
反
映
は
現
實
性
を
帯
び
勝
利
を
得
た

意
志
の
方
向
か
ら
一
の
理
論
を
作
り
上
げ
る
、
此
理
論
に

は
多
少
の
差
は
あ
る
が
一
般
的
要
凝
性
ご
同
事
に
濁
断
的

特
徴
が
附
加
せ
ら
れ
る
。
反
樹
涙
は
之
に
翫
詐
を
加
へ
る
、



し
か
し
最
鏡
敏
な
鍛
詐
は
有
形
的
経
濟
的
政
治
痛
事
實
に

行
は
れ
る
。
断
理
論
は
時
代
の
急
迫
を
救
難
す
る
ご
約
束

し
た
、
し
か
し
永
久
的
に
石
婦
す
る
こ
ε
は
不
可
能
で
あ

る
、
そ
こ
で
懐
疑
が
趨
り
新
理
論
の
濁
断
を
打
破
し
指
導

鮒
勢
力
を
崩
壊
せ
し
め
よ
う
ご
す
る
、
こ
の
批
評
及
懐
疑

か
ら
新
し
い
理
論
が
作
ら
れ
之
が
ま
だ
思
索
的
な
責
任
槻

の
深
い
人
士
を
動
か
し
新
し
い
行
動
に
刺
戟
を
輿
へ
る
。

　
そ
こ
で
吾
々
は
民
族
的
人
口
的
地
理
的
経
射
的
事
實
か

ら
交
化
的
反
映
に
、
ま
た
交
付
的
反
映
か
ら
實
際
的
行
動

に
、
其
の
實
際
的
行
動
の
結
果
は
又
反
映
す
る
理
論
に
影

響
す
る
こ
い
ふ
絶
え
ざ
る
移
行
關
係
を
知
っ
た
。
他
方
に

於
て
狗
断
的
理
論
は
上
か
ら
下
へ
ご
濡
下
し
途
に
は
民
衆

の
間
に
浸
潤
し
其
の
影
響
十
分
に
な
れ
ば
行
動
こ
な
る
、

革
命
は
其
の
例
で
あ
る
。
一
騰
下
層
は
意
志
の
方
向
に
於

て
指
導
階
級
よ
り
も
一
二
代
遽
れ
る
、
例
へ
ば
十
八
世
紀

末
葉
に
於
け
る
啓
蒙
思
想
中
、
世
界
公
民
主
義
の
如
き
は

漸
次
市
民
階
級
を
髄
じ
で
下
降
し
十
九
…
二
十
世
紀
の
交

　
　
　
第
十
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
西
下
羅
巴
の
史
的
＆
活
に
於
け
ろ
遡
期
律

に
初
め
て
無
産
階
級
の
共
有
物
こ
な
っ
た
、
無
産
階
級
は

指
導
階
級
及
中
流
階
級
に
あ
っ
て
は
既
に
久
し
く
普
及
し

て
る
反
映
、
傾
向
の
裡
に
没
頭
し
て
る
か
ら
指
導
的
人
士

及
階
級
の
意
志
方
向
は
下
履
人
民
の
意
志
方
向
ご
は
反
嬰

に
な
っ
て
る
こ
ビ
が
あ
る
Q
從
て
あ
る
時
代
に
指
導
的
人

格
に
よ
っ
て
烈
し
く
論
璽
さ
れ
た
理
想
が
衣
の
時
代
に
な

り
初
め
て
曇
衆
に
影
響
す
る
こ
ビ
は
珍
ら
し
く
な
い
。

　
ラ
ン
ケ
は
人
間
の
唯
一
の
活
動
方
法
を
唯
一
の
本
質
的

の
も
の
ご
見
る
こ
ご
に
反
弱
し
、
む
し
ろ
種
々
の
勢
力
の

間
に
憩
え
す
交
互
の
作
用
の
存
在
す
る
こ
ε
を
論
じ
て
る

の
は
當
っ
て
み
る
。
ラ
ン
ケ
曰
く
「
こ
の
諸
傾
向
の
う
ち

に
常
に
】
つ
の
定
ま
つ
π
特
殊
の
方
向
が
あ
り
こ
の
も
の

が
特
に
卓
越
し
て
作
用
し
他
の
も
の
は
後
退
す
る
、
例
へ

ば
十
六
世
紀
の
後
上
で
は
宗
卓
上
要
素
が
卓
越
し
て
文
學

的
要
素
は
藤
倒
さ
れ
、
之
に
反
し
て
十
八
世
紀
で
は
實
用

脚
努
力
が
勢
力
を
恣
に
し
藝
術
影
壁
に
類
す
る
も
の
の
活

動
は
退
い
て
居
っ
た
。
歴
史
家
は
先
、
あ
る
時
代
に
人
は
如

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
五
　
　
（
六
〇
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
維
　
纂
　
　
西
目
纒
巴
の
更
的
生
活
に
於
け
ろ
浬
期
徐

何
に
考
へ
．
生
活
し
た
か
を
槻
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
濾
。

そ
う
す
れ
ば
解
除
的
原
理
の
如
く
永
久
に
墾
化
な
き
も
の

は
別
こ
し
て
餐
時
代
に
は
各
々
特
有
の
傾
向
．
特
有
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
五
）

想
を
有
す
る
こ
ε
が
褒
見
さ
れ
る
云
々
。
吾
々
は
こ
の
二

化
に
於
て
あ
る
法
期
の
存
在
を
知
る
。
下
燈
の
民
衆
は

人
種
的
特
性
及
び
纒
玉
上
の
急
迫
に
一
最
密
擾
な
…
關
係
が
あ

る
、
彼
等
の
意
志
は
逞
鈍
で
除
々
に
鋤
く
、
謂
は
や
彼
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ン
ド
バ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ

は
史
上
の
交
響
樂
に
於
て
主
低
音
を
奏
す
、
そ
し
て
主

テ
ン
ヂ
メ
ロ
ヂ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
リ
レ
ル

譜
　
調
を
輿
ふ
る
も
の
は
指
導
階
級
で
あ
り
、
電
器
に
當

る
も
の
は
文
學
納
哲
學
的
反
映
、
及
造
形
美
術
で
あ
る
。

　
　
　
テ
　
マ

但
こ
の
耳
目
に
些
し
て
反
下
蔭
昌
が
あ
る
．
こ
の
も
の
は

次
で
主
導
目
ご
な
る
、
今
日
の
保
守
派
は
明
日
の
進
歩
涙

ご
な
わ
或
は
其
の
反
鋼
も
あ
ら
う
、
又
演
奏
の
新
し
い
方

法
が
硯
は
れ
て
管
弦
樂
の
…
切
の
調
子
を
支
配
す
る
か
も

知
れ
濾
〇
一
魏
念
も
同
標
で
あ
っ
て
あ
る
孤
濁
な
思
想
家

の
旛
裡
に
産
れ
最
初
は
恐
ら
く
好
事
家
の
語
題
た
る
に
過

ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
途
に
は
革
命
擾
織
に
舞
鶴
し
一
時
代

　
　
　
　
　
　
　
第
礪
驚
梱
　
　
　
一
幅
轟
ハ
　
（
山
山
0
山
ハ
）

を
支
配
す
る
こ
ざ
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
上
を
要
約
す
る
に
　
時
代
の
特
徴
は
指
導
階

級
の
政
治
上
層
鮫
上
或
は
往
々
交
繰
上
の
意
志
の
方
向
に

よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
、
其
の
意
志
の
方
向
は
主
に
下
履
…
民

衆
の
要
求
衝
覇
に
よ
っ
て
数
舞
促
進
さ
れ
、
そ
し
て
交
學

的
」
哲
學
的
反
映
た
る
理
論
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
鍵
化
せ
ら

れ
る
。
一
方
に
ま
た
経
坐
上
登
展
の
段
階
は
史
的
時
代
を

特
色
づ
け
る
特
殊
の
も
の
で
は
な
い
、
何
こ
な
れ
ば
経
濟

歌
態
は
一
般
に
軌
拗
な
も
の
で
早
々
に
癸
塾
す
る
、
宗
殿

上
政
治
上
の
衝
動
は
経
濟
上
の
駿
態
ご
密
接
な
露
里
を
有

し
、
其
の
共
同
作
用
に
よ
っ
て
登
生
す
る
に
拘
は
ら
す
経

濟
鯛
係
が
實
鞍
上
主
軸
調
の
役
を
つ
こ
め
る
こ
ご
は
至
っ

て
稀
で
あ
る
。

　
吾
々
は
時
代
の
特
色
を
分
析
し
之
を
縷
験
的
に
考
察
し

π
、
そ
こ
で
三
百
年
毎
に
規
期
的
に
反
覆
す
る
史
的
生
活

の
特
徴
ご
之
を
結
合
し
て
掘
察
す
る
。
週
期
的
循
環
は
熟

烈
な
指
導
者
の
新
し
い
意
志
方
向
が
登
現
し
た
時
に
初
ま



る
、
第
一
の
百
年
で
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
こ
の
意
志
の
方

向
が
及
ぶ
、
郎
ち
實
際
的
改
革
の
時
代
で
あ
る
、
大
膿
に

躊
躇
せ
す
突
進
す
る
時
代
で
あ
る
、
次
の
百
年
に
な
る
ご

熟
情
朗
改
革
の
精
紳
闘
雫
の
精
憩
に
勢
力
維
持
の
精
棘
が

、
代
る
、
邸
ち
雫
質
的
精
帥
が
後
退
し
て
調
和
的
沈
思
的
精

系
が
出
現
さ
る
、
約
言
す
れ
ば
豊
熟
の
歌
態
に
な
る
、
こ

の
も
の
は
好
條
件
の
下
に
在
っ
て
は
第
三
の
百
年
に
旧
く

そ
し
て
漸
次
晩
熟
或
は
更
に
過
熟
の
猿
隈
を
呈
す
る
、
一

定
の
槻
弓
か
固
定
し
久
し
き
に
及
べ
ば
緊
張
を
峡
き
逮
に

は
月
一
的
弛
緩
の
状
態
に
陥
る
、
そ
こ
で
反
謝
派
の
横
難

が
起
る
、
其
ま
、
來
る
急
迫
、
民
衆
の
不
満
は
如
何
こ
も

し
難
く
從
來
の
意
志
方
向
ご
三
三
上
の
急
迫
沸
民
衆
の
要

求
こ
の
間
に
調
和
を
失
ひ
、
失
望
落
膿
の
域
情
は
他
の
意

志
の
方
向
に
氣
勢
を
添
へ
る
、
そ
し
て
復
爾
圓
ビ
な
る
、

こ
、
に
新
し
い
意
志
の
潮
流
が
勃
記
す
る
、
か
や
う
に
し

て
一
つ
の
週
期
が
完
結
し
、
更
に
新
し
い
循
環
に
移
り
行

く
Q

第
昏
巻
　
雑
纂
　
西
緻
澱
巴
の
窺
的
癒
活
に
於
け
ろ
週
期
健

　
こ
の
週
期
を
基
礎
こ
し
て
時
代
趨
分
を
試
み
る
な
ら
ば

左
記
の
如
く
入
時
代
（
紀
元
前
六
〇
〇
年
か
ら
紀
元
後
千

九
百
年
ま
で
）
に
分
け
る
こ
と
が
出
護
る
。
從
來
の
逓
分

法
だ
る
古
代
中
世
近
世
な
ざ
い
ふ
の
は
何
等
の
理
論
的
根

媛
も
な
い
の
で
あ
る
が
爾
一
般
に
適
用
す
る
所
以
の
も
の

は
其
の
用
語
が
甚
便
利
だ
か
ら
で
あ
る
、
そ
こ
で
新
颪
分

法
に
よ
る
各
々
の
時
代
に
も
そ
れ
ぐ
の
名
総
…
を
附
け
る

こ
ご
が
必
要
で
あ
ら
う
。

蘭
、
紀
元
払
剛
六
〇
〇
1
一
二
〇
〇

二
、
同
　
三
〇
〇
1
｝

三
、
紀
元
後
　
　
一
－
三
〇
〇
、

四
、
圖
渦
　
　
三
〇
〇
：
七
〇
〇

五
、
同
　
　
七
〇
〇
1
一
〇
〇
〇

六
、
同

七
、
同

一
〇
〇
〇
－
一
ご
二
〇
〇

一
三
〇
〇
一
一
六
〇
〇

　
　
　
第
四
號
　
　
二
七

　
古
代
畏
族
文
化
時
代

　
（
或
は
古
典
時
代
）

　
　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
畔
代

　
羅
馬
帝
政
時
代

　
民
族
大
移
動
時
代

　
西
方
帝
攻
時
代

（
或
バ
カ
ロ
リ
ン
が
時
代
）

　
紳
國
時
代

　
　
ル
・
恥
ツ
サ
ン
ス
時
代

　
（
六
〇
七
）



　
　
　
第
肇
倦
　
　
難
　
纂
　
　
西
鰍
羅
6
の
更
的
血
活
に
於
け
ろ
巡
期
緯

　
八
、
同
　
目
窪
〇
〇
1
嚇
九
〇
〇
　
　
　
自
由
主
義
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
或
は
鍬
洲
均
衡
階
代
）

　
爾
近
世
（
窯
○
＝
N
①
生
酔
）
な
る
も
の
は
最
近
の
時
代
郎
ち
一

九
〇
〇
以
後
或
は
一
九
一
四
以
後
の
時
代
に
局
限
す
べ
き

も
の
で
あ
ら
う
。

　
以
上
に
説
い
て
來
た
ご
こ
ろ
を
約
言
す
れ
ば
次
の
や
う

に
な
る
。

　
一
、
更
上
の
時
代
を
逼
分
す
る
に
蔭
り
歴
吏
の
潮
流
其

の
も
の
、
う
ち
に
掌
理
的
に
立
謹
し
う
る
個
々
の
時
代
が

存
在
す
る
。

　
二
、
時
代
の
特
徴
は
あ
る
文
化
圏
の
指
導
証
會
に
於
け

る
鍔
導
的
意
志
の
方
向
に
存
在
す
る
、
其
の
意
志
方
向
は

政
治
上
宗
母
上
生
活
並
に
藝
術
三
旬
に
表
現
さ
れ
る
、
経

濟
上
の
襲
展
は
そ
れ
特
有
の
地
理
的
有
形
的
關
係
に
基
く

傾
向
及
歌
態
を
示
す
、
指
導
的
意
志
の
方
向
に
甥
し
て

常
に
有
ゆ
る
、
或
は
部
分
的
に
指
導
的
地
位
を
た
め
る
反

甥
の
潮
流
又
は
潜
行
の
潮
流
が
あ
る
、
こ
の
も
の
は
其
の

　
　
　
　
　
　
　
猿
戴
號
　
　
一
一
入
　
（
六
〇
八
）

後
に
至
っ
て
初
め
て
表
面
に
現
は
れ
て
潤
る
Q
　
　
、

　
三
、
第
四
…
七
世
紀
に
於
て
史
的
團
瞠
こ
な
っ
た
西
方

文
化
圏
に
は
鎗
入
優
紀
以
後
上
蓮
の
意
志
の
方
向
が
三
百

年
毎
に
週
期
酌
に
循
環
し
て
存
在
す
る
こ
ε
を
謹
明
し
う

る
〇

　
四
、
週
期
こ
い
ふ
語
は
以
前
か
ら
吏
的
経
過
の
上
に
用

い
ら
れ
た
、
し
か
し
同
等
の
期
間
の
隠
期
、
即
ち
膚
然
科

學
的
週
期
に
着
目
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
、
ま
た
ロ
ー
レ

ン
ツ
や
ク
ラ
ソ
沙
ク
が
三
百
年
の
時
期
の
蓮
華
を
想
ひ
浄

べ
た
に
拘
は
ら
す
其
の
理
由
は
原
期
的
深
刻
を
敏
き
且
其

の
優
切
り
扇
を
誤
っ
て
る
Q

　
五
、
三
百
年
の
期
間
に
於
て
意
志
の
方
向
に
は
展
開
、

成
熟
、
分
解
の
三
期
が
あ
る
、
從
て
各
々
の
百
年
は
事
實

酌
改
革
的
時
期
、
思
想
的
調
和
的
時
期
、
並
に
問
題
的
時

期
に
分
れ
る
。

　
六
、
週
期
に
は
右
脚
的
な
往
々
突
登
的
な
人
口
の
移
動

に
よ
っ
て
渥
延
ま
た
は
停
止
が
逸
る
。



　
七
、
か
や
う
な
史
槻
を
集
合
的
或
は
総
腱
的
ご
い
っ
て
・

よ
ろ
し
い
、
何
故
な
ら
ば
重
き
を
其
の
全
膿
に
お
く
か
ら

で
あ
る
。
但
、
偉
大
な
る
史
的
人
格
郎
ち
英
雄
を
有
機
的

に
其
の
全
髄
の
纏
過
中
に
挿
入
し
、
そ
し
て
彼
等
に
其
個

人
｝
的
樺
…
利
を
與
へ
る
こ
ε
は
出
來
～
る
Q

　
入
、
誤
謬
に
陥
り
易
い
中
世
其
の
他
の
概
念
を
漸
次
に

放
棄
す
る
鴬
に
は
こ
の
三
百
年
の
週
期
に
基
づ
い
た
時
代

の
命
名
法
を
慣
用
す
る
や
う
に
お
奨
め
し
だ
い
．
）

　
（
隔
）
　
9
団
。
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二
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四
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尉
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露
）
　
男
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第
十
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
西
緻
羅
巴
の
更
的
虫
活
に
於
け
る
翠
雲
律

第
［
四
號
　
　
　
一
一
九
　
（
六
〇
九
）


